オスプレイを参加させる

あいば野日米共同訓練および、高知県共同防災訓練の中止を求める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年9月9日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　橋本　敦

小野寺防衛相は、6日の記者会見で、10月に滋賀県と高知県で行う日米共同訓練に米海兵隊の新型輸送機ＭＶ２２オスプレイが参加することを表明しました。小野寺防衛相は、具体的な日時や参加人数、オスプレイの機数など訓練の詳細については明らかにしていません。

オスプレイは、開発されてから８回墜落し３８人を死亡させ、「空飛ぶ棺桶」と呼ばれている欠陥機です。8月28日にもオスプレイは米ネバダ州で最も重大な事故に分類される事故（「クラスＡ」）をおこしたばかりです。
　ヘリがエンジン停止時に降下する場合には、風圧を利用してローターを回転させ、安全に着陸する「オートローテーション」と呼ばれる機能がありますが、オスプレイにはこの機能が欠如しています。日本の航空法ではこの機能のないヘリの飛行は禁止されています。

この事実に照らして、沖縄県の全自治体はオスプレイ追加配備の中止とオスプレイ全機の撤去を求めてきたのです。オスプレイの低空飛行訓練中止を求める自治体決議が、高知県、徳島県で自治体の過半数に広がっているのをはじめ、全国260以上(6月現在)に広がっているのです。

　

共同訓練を実施する海兵隊は、陸海空の常備軍や沿岸警備隊とは違って対外戦争、特に殴り込みを主な任務とする軍隊です。したがって、今回の共同訓練は、その殴り込み能力の強化に資するだけです。

１０月中旬に滋賀県の陸自あいば野演習場で実施される共同訓練であれ、また下旬に高知県の陸自高知駐屯地や空自土佐清水分屯基地などで南海トラフ大地震を想定して行われる共同統合防災訓練であれ、国内の共同訓練でオスプレイが使用されるのは初めてのことです。墜落事故などが相次ぐ危険なオスプレイの訓練を全国に拡散する突破口にしないためにも、その訓練を経て海兵隊がオスプレイとともにシリアなど中東の民衆を殺傷しにいく加害への加担を拒否するためにも、オスプレイ参加の二つの共同訓練の中止を求めるものです。

　
